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1.16世紀から17世紀のオランダ革命はブルジョア革命である。だがそ
れをブルジョア革命 と見ないわけは,1,独 立革命だか ら,とい うものであ
る。 しかしアメリカ第1革 命 もそうであったから,それは理由にならない。
また,2,宗 教革命だか ら,と いうものである。 しか しピュー リタン革命 も
宗教革命 と見なされていた。クリス トファー ・ヒル(1)が初めてブルジョア革
命 と見 るのであった。オランダ も同じ宗教革命である。だから,オ ランダ革
命がブルジョア革命ではないとは言えない。
2.西 洋絵画 の歴史 は2つ に分 かれ る。1つ は,キ リス ト教以前 の絵 画,
つ ま りギ リシ ャ ・ロー マの,そ して,キ リス ト教民 族以外 の民族 の絵画 で あ
る。
2つ は,キ リス ト教 の絵 画,キ リス ト教流布以 後の絵画 で ある。これ はロー
マ帝 国末期か ら始 まる。 この ように,ま ず歴史 的 に2つ に分 ける ことがで き
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る。さて,キ リス ト教の時代 も地理的には2つ に分かれる。一方 は,ビザン
チン美術であり,4世紀か ら15世紀に栄えた。これは,ギ リシャ正教,東方
教会に受 け継がれた。他方は,西 欧キリス ト教の絵画である。古代末か ら中
世 までが さかんであって,あ る意味では,現 代までも続いている。
この西欧キ リス ト教の絵画を,ま た2っ に分けることができる。ルネサン
スと宗教改革,その以前 と以後 とで区分できる。ルネサンスと宗教改革 とは,
2つの画期 をなす。つまり2っの文化革命がおこったのである。そこで,ル
ネサンス以降で も,1,ル ネサンスか ら宗教改革まで,2,宗 教改革以後,
との2つ に分 けることができる。
3.絵画史では,買 い手 ・注文主が重要である。絵画史 を,ま すルネッサ
ンス,つ いで宗教改革から見てみよう。 ヨーロッパ中世では,キ リス ト教上
の人物 と英雄 ・肖像が注文され,画 かれ,売 られ,買 われた。注文主は,第
1に教会であった。教会 ・修道院に無数の絵画があった し,今 もある。大体,
イエス・キ リス ト,新約聖書の話,時 には旧約聖書の冒頭の話,土 地の教父,
またパウロ,ペ テロのような使徒が,絵 画の題材であった。教会 は,絵画を
使って,キ リス ト教を紙芝居のようにして教 えた。それもほとんど,イエス
であ り,そのうちほとんどが,彼 の十字架の死の絵であった。民衆 は字が読
めなかった。第2に,教 会以外では,皇帝,国 王,領 主,貴 族たちが絵を注
文 した。彼 らは肖像画 をかかせた。彼 らが裕福であったし,カ メラ=写真機
がなかったからである
ルネサ ンスがやってきた。ルネッサンスは,ギ リシャ ・リーマ文化の復活
である。つまりキリス ト教だけでな く,ギ リシャ神話,ロ ーマ神話,ま たそ
の文化が復活 された。それにまたユダヤ教 も重視 された。美術の点でいえば,
ルネサンスによって,テ ーマが広 まった。キリス ト教だけでなく,古典 ギリ
シャ,ロ ーマ帝国,ユ ダヤ教の人々も,対 象になった。また リアリズムが台
頭 し,人 間美が追求された。
ルネッサ ンスの初めの代表的人物 ・画家 は,サ ン ドロ ・ボッティチェリ
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(1445-1510年,SandroBotticelli。本 名AlessandroMarianoFilipepi)で
ある。代 表作 は 「ヴィーナスの生誕」(c.1480年,1488年説 もある)で あ る
(イタ リア,ウ フィ ッツイ美術館 にあ る)。彼 は,古 代神話 の主題 を初 めて大
画面 に取 り上 げた。その上,こ の絵 の人物 は裸体 で あった。それ まで裸 体 は,
キ リス ト,お よびア ダム とエ ヴ ァだ けだ った。 ルネ ッサ ンスで は,キ リス ト
教以外 のテー マが扱われ た。 ボッテ ィチ ェ リのヴ ィーナ スはローマ神話 で あ
る。 ただ し これ は一 部,躯 の境 目が線 で書かれ てい る。 ボ ッテ ィチ ェ リは,
ル ネ ッサ ンス期 の代 表的 なイタ リアの画 家で ある。 フラ ・フ ィリッポー リッ
ピに師事 した。1470年に,初 期 の写 実的作品 「堅忍」な どを描 いた。1472年,
フィレ ンツエ の画家協 会 に登録 し,大 工房 を開 き,こ の ころ,聖 母子像 を描
いた。1481年にローマ に招 かれ,シ スチーナ礼拝堂 の フレス コ制 作 に参加 し
た。1482年にフ ィレンツエ に戻 った。新 プ ラ トン主義(つ ま りル ネ ッサ ンス)
の影響 を受 け,そ の寓意 的表 現 として1478年に,「春(プ リマ ヴ ェー ラ),
「ヴ ィーナ スの生誕」を,メ ヂチ家 のた めに描 いた。1480年代 は,彼 の様式 の
円熟期 であ る。理想 的 な官能 美 と優雅 な輪 郭線,装 飾画風 の構 図が特色 で あ
る。1490年以後,僧 サ ヴォナ ロー ラの影響 をうけ,神 秘 的傾 向 を強 め,「神秘
的誕生」1500年,「神 秘的 は りつ け刑 」,ダンテの 「神 曲」の挿 し絵,な どを
描 いた。 クア ッ トロチ ェン ト(=15世 紀の芸術 思潮)の 代表 的人物 で,マ ニ
エ リスムの先駆者 で ある。
つ いで,レ オ ナル ド ・ダ ・ヴ ィンチ(LeonardodaVinci,1452-1519)が
出た。代 表作 は,「モ ナ リザ」(MonnaLisa)で,1503年か ら1506年ころに
かかれ た。モ デル は,フ ィ レンツエ の有 力市民(大 商人)フ ラ ンチ ェス コ ・
デル ・ジ ョコン ドの夫人 のエ リザベ ッタ,愛 称 リザで ある。標題 「モ ナ ・リ
ザ」 は,画 家 レオナル ドがつ けた ものでな く,後 の美術史家 がつ けた。 ここ
で は,躯 の境 目を,線 で書 かない。 リア リズ ムが深 まった。 この絵 は生 き生
き としてい る。 そ して普通 の人 を初 めてか いた。普 通の人 とい うのが画期 的
で あった。伝説 で は,そ の夫 は,妻 の絵 をか いて もらって,レ オナル ドに代
金 を払 わなか った,と 言 う。
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彼 の他 の有 名作 は,「最後 の審判」で ある。ここで遠近 法 を用 いた。このテー
マ は古 い もので ある。 しか し リアルで あった。
ついで,ミ ケ ランジ ェロ(1475-1564)が出た(2)。代表作 は,ヴ ァチカ ン宮
殿入 口にあ る聖母像,つ ま り 「嘆 きの ピエ タ」で あ り,マ リアは生 きてい る
ようで ある。 また彼 は,シ ス テ ィーナ礼拝堂 の天井絵 をかいた。 それ は,人
が裸 で あ り,旧 約聖書 が題 材で あ る。彼 には,彫 刻で あ るが,ダ ヴ ィデの裸
像(フ ィレ ンツエ にあ る)が ある。 ダ ヴィデは もちろんユダヤ の王 で ある。
これ まで ユダヤ人 は絵画 で は登場 しなか ったが,こ れ はルネ ッサ ンスで ある
か らだ った。
ついで,ラ ファエ ロ(1483-1620)がでた。代表作 は 「マ ・ドンナ」(一 つ
の有名 作 は ドレス デンにあ り)で,こ れ も躯 の境 目を線 で書 かない のだった。
彼 のマ ドンナ は,リ アルで,生 き生 き とし,魅 力的 で,人 間的 であ る。
その後,カ ラヴ ァッジ ョ(1573-1610)(3)がでた。その生涯 は破天荒 で はあっ
た。彼 は1592年に ミラ ノか らローマへ 出た。ローマ のナ ヴォナ広場 で活躍 し
た。彼 は,リ ア リズ ムにひいで ていた。 キ リス ト母子 や静 物 をかいた。
「ロレー トの聖母 」では,マ リア と幼 子 イエスが貧 しい2人 の巡礼 に祝福 し
てい る図 であ る。娼婦 と聖母 を重 ねた のであった。 自分 の好 きな娼 婦 をモ デ
ル に した。 これ は,ナ ヴ ォナ広場 の教 会 の礼拝 堂 に掲 げ られた。
「病 め るバ ッカス」や果物 の描写 が ある。 その名が ローマ中 に とどいた。 そ
こで教 会 の注文 が来 た。大 きな宗教 画 をか くのが一流 だ った。
「ゴ リアテ の首 を もつ ダ ビデ」 には自分の顔 をかいた。
16-17世紀 に,カ トリック とプ ロテスタ ン トが 闘った。カ ラヴ ァッジ ョはそ
れ を描 いた。 彼 は長 い間異端視 されて いた。 天才画家 で あった。
彼 は暴行傷 害事件 を起 こした。絵 をか きあげ る と,酒,女,喧 嘩 にあけ く
れた,極 道者 であ った。1600年に,画 学生 を襲 撃 し,警 官 に投石 した。1605
年 に,好 きな娼婦 をめ ぐって公証人 を襲撃 した。
カ ラヴ ァッジ ョは聖 書の物語 に光 と闇 で人 間 を描 くのだ った。 すべて の人
に分 か る絵 をか いた。教 会が受取 りを拒否 した例 もあ る。絵 には貧 しい人々
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を登場 させた。 それ はローマの路上 の下 層の人々 であ った。
彼 は,殺 人 をおか し,死 刑 とな り,脱 出 し,ロ ーマ を逃亡 した。 その後,
1610年,ローマへ向 か う途 中マ ラ リアで死 んだ。
カラヴ ァッジ ョの リア リズム は凄 い。彼 はバ ロ ック派 に入 れ られて い る。
だがル ネ ッサ ンス派 にいれ るべ きだ ろ う。その絵 は,17世紀の偉大 な画家 に,
また ネーダー ラ ン ドの画家 に強い影響 を与 えるのだ った。
4.ネ ーデル ラ ン トに プ ロテス タ ン トの市 民革 命 が や って きた。 それ に
よって絵 画 が変 質 した。 一方,プ ロテ ス タ ン トを破 砕 す るべ く,バ ロ ック
(Gegen-reformationの芸術)が 登場す る。 『西洋 美術史』(美術 出版社)の 「年
表」の 「バ'ロック」 の列 に(205-6ペー ジ),レ ンブ ラン ト,フ ェル メールが
入 ってい る。 これ は困 る規定 で ある。彼 らはバ ロ ックで はない。
1ネ ーデルラ ン トおよび その プロテスタ ン ト革命小史
ネー デル ラン トは,ハ プスブル ク ・スペイ ンの植 民地 であった。北 ネーデ
ル ラン トがスペ イ ンか ら独立 し,オ ラ ンダ(=ネ ーデル ラン ト)と な り,南
ネー デル ラン トはスペ イ ンに屈服 してベ ル ギー とな った。 その小史 であ る。
1466年また は67年 に,エ ラスムスが生 まれた。1477年に,ネ ー デル ラン
トは,ハ プ スブル クの領土 とな った。 エ ラスムス は,1500年に 「格言集 」を,
1511年に 『愚神 礼賛』を出 した。彼 はルネ ッサ ンスの影響 を受 け,し か し宗
教改革 と旧教 の中問 に立 った。
1519年,ハプス ブルク ・スペイ ンのカール(5世)が,皇 帝 になった。1531
年,ア ン トワープで世界初 の株式取 引所 がで きた。
1536年にエ ラス ムスが死 んだ。1555年に,カールV世 が 引退 し,1556年に,
カールV世 は,息 子 フェ リペ2世 に,ス ペ イ ンだ けで な くネー デル ラ ン トを
も譲 った。
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1566年,オランダの プロテスタ ン トの人 々 による偶像 破壊運動 がお きた。
スペ イ ンの領有地 で あるネーデル ラン トで,1567年に,ス ペ イ ンの アルバ
公 が ネーデル ラン ト総 督 に任命 され,到 着 した。
1568年,ネー デ ル ラン トのエ グモ ン ト伯 らは,ア ルバ 公 によって斬首 され
た。 ウイ レム ・ファン・オ ランエが反乱 を起 こした。1569年,ク レー メル(=
メル カ トール)の 世界 地図が で きた。
1572年,フランスでプ ロテスタ ン ト弾圧 の聖バ ー ソロ ミュー事件 が起 き,
同年 に反乱 が始 まった。1572年,ネー デル ラ ン トの海乞食 が,ア ルバ公 の艦
隊 を撃滅 した。
1576年,アン トワープで スペ イ ン軍 の略 奪事 件 が お きた。 ガ ンの盟 約 が
な った。
1578年,パル マ公 が総督 にな った。1578年,クー デタが起 きる。
1579年,アラース同盟 が成立 し,南 ネ ーデル ラン トが成 った。つ ま り彼 ら
は,ス ペ イ ン側,カ トリック側 に立 った。
1581年,ネーデル ラン ト北部7州 が,独 立宣 言 を した。スペ イ ンか らの独
立 で ある。 ウイ レム ・ファン ・オ ランエ総督 が指導 した。
1583年に,グ ロチ ウスが生 まれた。
1584年,ウイレム ・ファ ン ・オ ランエ が暗殺 され た。息子 マウ リッツが そ
の跡 をつ いだ。1585年,パルマ公が ア ン トワー プ を攻 略 した。
1587年,イングラ ン ドで,メ ア リー・スチュアー ト(ス コッ トラン ド女王,
カ トリック)が 斬 首 され,こ れ に対 して,1588年にスペ イ ンは無敵艦 隊(4)を
送 った。 だが同年,イ ギ リスが それ を破 るので あった。
1594年にメル カ トールが死 に,1596年にデカル トが生 まれた。
1600年に,リ ー フデ号 が 日本 に漂 着 した。1600年初 め ころ,オ ラ ンダには
1万の船 があ って(5),太平洋 に も入 った。1602年に,オ ランダ東 イ ン ド会社
を設 立 した。そ してバ タヴィアBatavia(オラ ンダ 向け ラテ ン名,今 の ジャカ
ルタ)を 創設 した。
1608年に,オ ラ ンダ ・スペ イ ン講和交渉 が決裂 した。
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1609年に,ア ル ミニ ウスが死 んだ。1608年また は1609年に,グ ロチウス
は 『海洋 自由論』を出版 した。1609年に,オ ランダ とスペ イ ンとが休戦 し,
事 実上 のオ ランダの独 立が え られた。twelveyeartruceであ る。アム ステル
ダム銀行 がで きた。
1612年に,オ ランダ人 らがマ ンハ ッタン島 に初 めて移住 した。
1613年,オラ ンダ漁船抑 留事件が起 きた。
1614年,グロチ ウスは,ア ル ミニ ウス派 であ り,対 立派 の和解 の勧告書 を
発 表 した 。 ドル トレヒ トの教会 会議で アル ミニ ウス派 は敗北 した。
1618年,国家転 覆 の陰謀 で,グ ロチ ウス とオル デ ンバ ル ネ フェル トが 捕
まった。アル ミニ ウス派 の指 導者た ち も捕 まった。1619年,グロチ ウスは,
終 身禁 固 とな り,財 産が没収 された。1619年に,オ ルデ ンバ ルネ フェル トが
死 刑 となった。1621年,グロチ ウス は脱 獄 し,1625年に,『戦争 と平和 の法』(6)
を出版 す る。マ ウ リッツが死 に,弟 フレデ リク・ヘ ン ドリクが後継 とな った。
1621また は1623年,オ ランダ西 イ ン ド会社 がで きた。1625年,ニュー ・
アム ステルダムが建設 され た。
1632年にス ピノザが アム ステル ダ ム に うまれ てい る。 この ころ,北 ヨー
ロ ッパ は30年 戦 争 の真 っ最中だ った。1637年にデ カル トの 『方法叙説』が 出,
1641年に 『省察』 が出 た。1645年,グ ロチウスが死 んだ。
1648年,イスパ ニ ア(=ス ペ イン)が,ネ ー デル ラン ト連合 州 の独立 を承
認 した。1648年10月,ヴェス トフ ァリア条約 で神 聖 ロー マ帝 国が,オ ラ ンダ
の独立 を承認 し,30年 戦争 が終結 した。80年戦 争(1567-1648)は,スペイ
ンの王朝支 配か らオ ランダ人 を解放 した。オ ランダで は奴隷 を自由に した。
外 か ら入 って きた者 も。
1650年,ウイ レム2世 が クーデタ を し,州 会派 の有 力者 を逮 捕 した。 しか
しウイレムが死 んだので,成 功 しなか った。
1652年,オラ ンダが希望 峰 をポル トガルか ら奪 った。
1653年,JandeWitt(州会派)は グ、【・1会議長 とな り,指 導権 をi握った。 そ
してオラ ンダ全盛 時代 を作 った。商工業 ・言論 の 自由 をえた。
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1654年,フォンデル が宗教詩 『ル ー シフェル』を発 表 した。1656年,ス ピ
ノザが,自 由思想 ・異端 のか どで,ユ ダヤ教会 か ら破門 された。
1663年,スピノザ は 『デカル トの哲 学原理』 を発表 した。
ユ664年に,ア メ リカの,ニ ュー ・アムス テル ダム は,ニ ュー ヨー ク と変 名
された。同年,第1次 英 蘭戦争 が起 きた。1666年に第2次 英蘭戦 争が お き,
1667年に和平,ブ レダの和 がな った。
1667年,フラ ンスで コルベール の航海 条例 がな った。
1668年,ブールハー フェが生 まれ,1669年,レンブラ ン トが死 んだ。1670
年,ス ピノザが 『神 学政治論 』 を出版 した。
1672年に,英 蘭 戦争が また発生 した。1672年,フランス軍 が,オ ラ ンダ を
攻 撃 した。
1677年,スピノザ は死 んだ。1678年,ネイメヘ ンの和 がな り,1778年,ス
ピノザ の 『エチ カ』が出版 され,1684年,ロ ックはオ ランダに住 んで,1688
年 まで いた(7)。
2レ ン ブ ラ ン ト(Rembrandt,1606-1669)
オ ランダで プロテス タンテ ィズム の革命 が成功 した。貴族 ・国王 ・教会 で
な く,市 民 が絵 を買 うようになった。
オ ラ ンダ史 で,17世 紀 の初 め ほ ど,才 能 あ る芸 術 家 に恵 まれ た時代 はな
か った。 レンブラ ン トは,ラ イデ ンで1606年7月15日 に生 まれた。 そ こは
田舎で あった。彼 は7人 の子供 の6番 目で,父HarmenGerriszoonは,van
Rijn川の近 くの水 車で働 いた。母NeeltgeWillemsdochtervanZuytbroek
は,パ ン屋 の娘で あった。母 は聖書の愛 を教 えた。 これが レ ンブ ラン トのイ
ンス ピレー シ ョンの主な1つ にな った(8)。
レンブ ラン トは,7才 か ら14才 まで学校 に通 い,古 代 ローマ語(=ヒ ュー
マニズ ムの言語),ギ リシャ・ローマ文 学,歴 史,文 明 を習 った。1620年5月
20日,ラ イデ ン大学 に入 学 した。 こ こは,レ ンブラ ン トが生 まれ る前 のほぼ
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半世紀 問,ネ ーデル ラ ン トの最初 の,最 も有名 な大 学 とい う名 誉 を持 ってい
た。 スペ インへの初期 の勝利 の記念 に建 て られた大 学 であ る。彼 を本 当 に引
き付 けた唯一 の もの は,絵 で あった。 そ こで彼 は大 学 を去 るこ とに決 め,画
家JakobvanSwanenburghの弟子 にな った(9)。彼 は平凡 な画家 であ ったが,
イ タ リア にっ いて語 り,賛 美 した。 レンブラン トは,そ の後,ア ム ステルダ
ムのPieterLastmannの弟子 に6カ 月間 なった。1600年代初 めのイ タ リアの
画家Caravaggioの後継者 の多 くに よって結 び付 け られた光 ・明 る さの使 用
の重要性 を,レ ンブラ ン トは師 か ら聞 いた。師 は1600年代初 めイ タ リアにい
たので あ る。
ユ トレ ヒ トで,カ ラ ヴ ァッジオ の原理 をしっか り守 る使徒=芸 術家 の1グ
ループが あった。 レ/ンブ ラ ン トはユ トレ ヒ トの カラヴ ァッジオ派 を知 り,影
響 を受 けた。 レンブラ ン トは こうしてイタ リアの影響 を受 けたので ある。 も
う1つ の影響 は,ラ ス トマ ンの,歴 史 的題 材の好 みで あった。
レ ンブ ラ ン トは ラ イ デ ン に帰 って両 親 の 家 で ア トリア を立 て た。Jan
LievensとLastmanの弟 子 ・友人 とな り,共 に仕事 を した。レンブラ ン トは,
その若 さに もかか わ らず,注 目をひ くよ うになった。1628年にvanBuche11
が来 た。ConstantijnHuygensが,1629～31年の問 に来 て,レ ンブ ラン トと
Lievensに注 目 した。 ホイヘ ンス は,フ レデ リク ・ヘ ンロ リク ・フ ァン ・オラ
ンエ(PrinceRegentFrederickHenryofOrange)の秘書 だった。彼 は広
く深 い教養 の持 ち主 で,デ カル トと文通 していた し,と りわ け美術 の愛好家
であ った。彼 は,ラ イデ ンの2人 の若者 がすで に当時の最 も有名 な画家 に肩
を並べ る し,ま もな く彼 らを追 い越 す だろ う,と 躊躇 せず に書 いた。 ホイヘ
ンス はレンブ ラン トを リー フェ ンス よ り上 と判 断 した。
ホイヘ ンス は,レ ンブ ラン トの作品JudasreturningtheThirtyPiecesof
Silverを見 て,彼 が歴 史的題材 の偉 大 な画家 で ある と,確 信 した。 と同時 に
若 い2人 を批判 した。2人 はイタ リアに行 く必要が ない と思 っていた。 しか
しホイヘ ンス は,ラ ファエル や ミケル ア ンジェロの創作 に親 しむ こ とは芸術
的職 業 の大変 な頂点 に2人 をお しあげるだ ろう と提案 した。 しか し2人 はそ
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の ような旅 は当分 企て られない し,時 間の余裕 がない と答 えた。 レンブラ ン
トす で に自分 がmasterpainterであった と感 じていた にちがい ない。彼 は
Lastmanのア トリエ を去 るとま もな く,2人 の弟子 を とった。レンブラ ン ト
の芸術 はライデ ンだ けでな く,他 の町,特 にアムステル ダム にも広 く知 られ
た。
オ ラ ンダ のスペ イ ンか らの独 立 は,カソ リック世界 か ら自分 を切 り離 した。
彼 らはカル ヴィニス ト国民 とな った。 この断絶 の結 果 は,特 に画家 と彫刻 家
には決定 的だ った。中世 を通 じて,ほ とん どすべ ての任務 と主題 を芸術家 た
ち に与 えた のは,カ ソ リック教 会だ った。彼 らは宗教建築 を飾 り,ミ ニチ ュ
ア,ス テ ン ドグラス,画,タ ペス トリーや彫刻 で,教 会 の教説 を図示 した。
レンブ ラン トは,も ちろんプ ロテ スタ ン トで あるが,初 め,物 語作家 を 目
指 した。 だが テーマが変化 した。つ まり,市 民,風 景,静 物 にな った。 カル
ヴ ィニ ズムの確立 に よって,宗 教芸術 は,希 少 な もの となったか らであ る。
王侯,貴 族,人 文 主義者,要 す るに教養人 の好 んだ古代史や神話 のテーマで
な くて,画 家 は,オ ランダで は中間階級 の慣習 に多 く答 えた。す なわち進 取
的 な人 々の テーマで ある。
オ ラ ンダ ・ブルジ ョア ジーの好 んだ絵画 は,自 分 らの階級 の 日常生活 か ら
のテー マ と,そ の国の きわ めて特徴的 テーマだ った。言葉 をか えれ ば,画 家
の重要 な仕 事 はポー トレー トを画 くことだ った。 つ ま り家庭 や子 を世話 す る
母,手 紙 を読 む少 女,音 楽 の レッスンをす る少女,ル ー トやハ ー プシコー ド
をひ く若 い婦人,そ の他,呑 み笑 い食 べお しゃべ りをす る人 々で ある。人 々
は,フ ラ ンスや フラ ン ドル様 式の絵画 を好 んだ。
レンブ ラン トは この傾 向にマ ッチ した。 彼以外 に,フ ラ ンス ・ハル スやヤ
コブ ・ライス ダール,フ ァン ・アイ ク,ヤ ン ・ステー ン(ラ イデ ン),ヤ ン ・
フェル メール(1632-1675)(デル フ ト)が 出た。彼 らは民族 的芸術 の伝統 を
持 っていた。 ダウ,マ ー ス,ホ ホス トラーテ ン,フ ァブ リチ ウス は,レ ンブ
ラン トの弟子 であ る。レンブラ ン トには弟 子が20人 いた。彼 はユ ダヤ人好 き
だ った。 レンブラ ン トの画 はヒッ トした。
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彼 は,画 商 オイ レンブルグの い とこ ・サ スキア と結婚 した。彼女 は持 参金
が多 か った。彼 らは1.3万フロ リンで屋敷 に引っ越 した。
レ ンブ ラン トはオ ラ ンダの誇 る最 高の芸術家 で ある(10)。彼 の生涯 で華 やか
な時代 に住 んでいた家が保存 され てお り(RembrandtHuis),市の中心Rem-
brandtPleinにある。これ は屋敷 と言 った方が よい大 きな建 物で あ り,当時
のオ ラ ンダ ・ブル ジ ョアジーの生活様 式 を今 に伝 えて いる。
彼 は,初 めの子 ・男子 をな くした。2人 目の子 が,生 まれてす ぐ死 んだ。
3人 目に は娘 コルネ リア と,母の名 をつ けたが,3週 間で死 んだ。1640年だ っ
た。4人 目はテ ィ トス,男 の子で,乳 母 としてラ ッパ手 の未亡人 を雇 った。
妻サ スキア は,遺 言 を残 して死 んだ。 レンブラ ン トはサ スキアの持参金 を浪
費 した,と され る。乳母 は子 ども ・テ ィ トス を愛 した。 レ ンブ ラン トはその
召使 ・乳母 ヘー ルチ ェ ・デ ィル クス といい仲 にな った。 しか し新た な若 い召
使 ・ヘ ン ドリー キエ に心 を移 し,ヘ ールチ ェを捨 てた。 だか ら婚約不履行 で
乳母 は怒 り,レ ンブ ラン トは訴 え られた。だが レンブラ ン トは,彼 女 に不利
な証言 を近 隣 の人 々か らか き集 め,彼 女 をハ ウダの矯正所 に送 り込 んだ。
レンブ ラン トは誰 ともつ き合 った。 オー クシ ョンで彼 の絵 が売 られ た。召
使 ヘ ン ドリキュ ・ス トッフェルス は,レ ンブラ ン トと幸せ な同棲 を した。教
会 か ら査 問 され,離 別 を言 い渡 され たが,拒 否 した。
レンブ ラン トは,下 層民 を描 く,暗 い,女 の裸 をか く,と か非難 され る。
弟子 はブ リンクであった。 レ ンブラ ン トはマ イデ ンの会 と確執 した。
レンブラ ン トは,「湯浴 みす るバ テ シバ」をか いた。 これ はユダヤ教=旧 約
聖書 の話 か らで あ る。ダ ヴ ィデが懸想 を して妻 に した女性 であ る。
アム ステル ダムの クラース・ピーター ゾー ン・医者 は,1621年に,ニ コラー
ス ・テユルプ(Tulp)と名 を変 えた。 チ ュー リップ(Tulp)を愛 したか らで
あ った。その彼 は1622年に,ア ムステル ダムの長老議員 にな った 。封 印 も家
の表札 もチ ュー リップの絵 に した。彼 は非常 に有名 にな り,ま た レンブラ ン
トの友人 にな り,彼 の絵 『プ ロフェ ッサー ・テユルプ の解剖学講 義』 のモデ
ル になった。泥棒 が死刑 にな り,そ れを解剖 した時の絵 だった。絵 の中に は
32 人 文 研 究 第107輯
大勢の博士が廻 りにいる。テユルプはアムステルダム市長 に四選された。
レンブラントは風景をかいた。 またエ ッチングを始めた。その1つ に 「キ
リス トの垂訓」がある。そこには,ペ リクレス,ソ クラテス,自 分 を登場さ
せた。これ らはルネッサンス以後の題材である。レンブラントは肖像画をか
いた。多 くの注文が きた。写真がない時代だったか らである。レンブラン ト
の絵 には明 るさがある。
レンブラントの作で「夜警」(NachtWacht)は,今アムステルダム国立博
物館(Rijksmuseum)にあ り,門外不出の名作 とされる。これは,自 警団か
ら注文がきたことで,か かれた。当時,多 くの集団的肖像画がかかれた。そ
れらはアムステルダム市博物館で展示されている。レンブラン トは,コ ック
隊長の市民隊 を描 いた。だが彼は平凡な集団肖像画はかかなかった。中心人
物たちだけに光 をあてた。特に3人 の人が焦点 を当てられた。1人 はコック
隊長で,他 の1人 は副隊長である。1人 だけ関係 ない人 を入れた。つまり妻
のサスキアである。 またその絵は,実 際は昼なのに,夜 であるようにしてか
いた。
後年レンブラントは自分の芸術的完成を目指 した。そしてオランダ ・ブル
ジョアジーの好みを考慮 しなかった。
ヘンドリーキエは,コ ルネ リア ・娘を生む。 レンブラントは借金 をする。
浪費をし,収集品などを買う。
英蘭戦争(第1次1552-54年)で,オランダが封鎖されてしまった。貿易
が停止 し,企業 ・銀行が倒産した。失業,飢 餓が発生 した。東インド会社の
株が暴落 した。レンブラントもその被害者であった。彼は破産宣告をされる。
ラファエロ,ミケランジェロなどのコレクションを手放した。屋敷,収集品,
絵が,競 売にな り,二束三文で売 られた。彼 はヘンドリーキエ と子2人 とで
下町に移った。ヘンドリーキエは亡 くなった。その ころ,かの乳母は気が狂っ
てしまった。1668年に息子が結婚するが,す ぐペス トで死んだ。レンブラン
トは貧窮のうちに1669年に死んだ。名実 ともアムステルダムが首都であった
時代,そ れもオランダの黄金時代にレンブラントは生 きた。ゴッホが,彼 を
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尊敬 す る評 をか くこ とにな る。
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レ ンブ ラン トの作品 は,
プ ロフ ェッサ ー ・トゥル プの解剖学講義;サ スキア;嵐 のキ リス ト;ユ ダヤ
の花 嫁;サ ム ソ ンを盲 目にす る;ラ イオ ン狩 り;風 車;石 橋 の風景;ナ イ
ト ・ウオ ッチ(1642);ヘン ドリケ;化 粧室 のバ テシバ;
TheangelandtheProphetBalaam,1626(Mese'eCognacq-Jay,Paris)
TobitandAnnawiththeKid,1626(Rijksmuseum,Amsterdam)
St.PaulinPrison,1627(Staatgalerie,Stuttgart)
な どが あ る。
エ ッチ ングで は,父,母,乞 食,裸 婦,オ ランダ風 景,キ リス トの垂訓,
ファウス ト,な どが ある。
エ ッチ ング は銅版 画で ある。銅版画 の制 作 には2種 類 の方法 が ある。銅版
を紙 に多 数印刷 す るこ とが で きる。 レ ンブ ラン トはエ ッチ ング をた くさんか
いた。
当時,紙 は,こ う作 った。木 枠 を作 り,横 並 びに無数 の細 い銅 線 を渡 す。
その上 に,水 に解 いた細 か い木 材=紙 原料 を流 す。紙 原料 だ けが銅線 の上 に
残 る。 これ を圧迫 して干す。銅線 の網 の上 に,会 社 のマ ーク を乗 せ る と,そ
こだ けスカ シにな り,製 造工場 が分か る。中国 や 日本で は銅線 の代わ りに,
細 い竹 を渡 した。
国立 博物館Rijksmuseum(アムステル ダム)の レンブ ラン ト
Room(初 め の 小 区 切)Nr.な し
2018TheanatomicallessonofDr.JoanDeyman
頭 の 解 剖 を し て い る ド ク タ ー の 目
2024-A8PortretvanDr.EphraimBueno
2019TheJewishBride若 い 娘 の 目
34人 文 研 究 第107輯
2014-A3SelfportraitastheapostelPaul頭に当たる光,有 名な絵
(次の 小 区 切 に は な し)
RoomNr.な し
2016HetCorporaalschapvanFransBanningCocqgenaamd
`DeNachtwacht'
部 屋 の す み に あ っ た 説 明 が き(1970年 代)
"ThepaintingbyRembrandt
,representingtheCampanyofCaptain
FransBanningCocq,latercalled"theNightwatch",waspaintedorigi-
nallyforthelargehallinthe"Doelen"ofthecivicguardsinA'dam(1642).
In1715thecanvaswastrarlsferredtothetownhallontheDamandplaced
intheSeniorWarCounsilChamber.Onthisoccasionthepaintingwas
cleanedandcutoffonalls三des,asithadtobeplacedonawallwhichwas
toosmallforit.
Especiallyfromtheleftsideandthetopconsiderablestripswere
removed.ThecopyascribedtoGerritLundersandthedrawingin
BanningCocq'salbumshowstheoriginalshapeofthepicture."
Room220
2024-A7
"-A5
2020
Josef,zijndromenverstellend
JeremiahLamentingthedestructionofJerusalem
Bibleによ りか か る老 人,金 器 が 光 る の が み ご と,カ ー ペ ッ ト
の す そ も よ う が 美 し い,老 人 の 顔 ・目 付 き が リ ア リ ス テ ィ ッ
ク 。
TheStonebridge
Stonebridgeのう し ろ に 立 つtreesに 当 た る 光 が す ば ら し
いo
2024-A19
"-A1
"-A16
"-A14
"-A12
"-A18
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TheHolyFamily
MariaもJosefも老 いてい る,赤ん坊 も普通 の子 としてい る。
Mariaの読 むbookに当た る光 が絶 妙
Rembrandtsmoeder
PortraitvanSaskiavanUylenburgh丸 い額 縁
Zelfportrait若 い時代 の もの
TobiasenAnnamethetbokjeつ ぶれた老人 の 目
SimsonenDelila
room221
2022
2024-A2
"A11
"A3
A4
"2017
2024-A6
"-A17
PortraitvanMariaTrip
DePauwen-Peacocks
PortretvanTitusvanRijn
S.Peter'sDenialS.Peterの 肩 に 当 た る 光
PortretvanTitusvanRijn
DestaalmeestersThesamplingofficeoftheDrapersGuild
典 型 的 な オ ラ ン ダ 市 民
OrientalPotentateタ ー バ ン に 当 た る 光
Venitas卓 上 の 本,パ ン な ど 実 に リ ア ル
レンブラ ン トの絵 は2つ に分 け られ る。有名 物語,聖 書 に まつわ る ものが
1つで ある。 これ らはルネ ッサ ンス的で ある。他方,肖 像 画,風 景 な ど,こ
れ らはプ ロテス タン ト的 ・市民 的であ る(11)。
レンブラ ン トはプロテス タン トであ った。 『西洋 美術 史』(美術 出版 社)で
は,レ ンブラ ン ト,フ ェル メールが,バ ロ ックに入 れ られてい る。 これ はあ
りえない ことだ。
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3'フ ェ ル メ ー ルJanVermeer,本 名Johannesvandermeer
ヨ ハ ネ ス ・フ ェ ル メ ー ル,1632・10・31デ ル フ ト生 ま れ,1675年 死 ぬ 。
ウイレム沈黙公(1533-84)(ファン ・オラ ンエ)は,1572年 に,ハ ー グか
らデル フ トへ移 った。彼 はそ こに住 んだ。 デル フ トで暗殺 され,オ ランエ家
の墓 所 はデル フ トにあ る。 デル フ トは,ロ ッテル ダム に外国貿易 を奪われ,
衰退 す る。17世紀 半 ば2万 人 の人 口だった。
ヤ ン ・ステー ンは醸造 業 だった。 フェルメール の父 は,レ イニール ・ヤ ン
ス ゾー ン といい,織 業業 者で宿屋,画 商 だった。フェルメール は新教 徒で あっ
た。
デル フ トは有 名 な陶器 の町 だった。オ ラ ンダ東 イン ド会 社が,1602年に設
立 され,オ ラ ンダの6つ の都 市 に支部 を置 いた。デル フ トはその1っ だ った。
最 も重要 な輸 入品 の1つ は,中 国 ・日本 か らの染 め付 け磁 器 であった。 それ
は ヨー ロ ッパ に売 られ,需 要 に追 いつか なかった。 そ こで デル フ ト陶器が作
り出 され た。 フェル メール の時代 はデル フ トの陶器が急成 長 した時期で あっ
た。最盛期 には,陶 器工場 が30社 ほ どあった。1670年に は,デ ル フ トの人 口
2万4千 人 の うち,6千 人 が陶器産 業 に関 わ って いた。
1632年にヤ ン・フェル メール は生 まれた。1641年,フ ェル メール はメヘ レ
ンへ転 居 した。彼 は他都 市で絵 の修行 を した。師 は分 か らない。フ ァブ リテ ィ
ウスの弟子 だ とい う説 もあ る。1652年に父が死 んだ。ヤ ンは,画 業 のかたわ
ら,父 親か ら受 け継 いだ小 さな宿屋 を営 んだ。
1652-54年,第一次英蘭戦 争が起 きた。
ヤ ン・フェル メール は,1653年,21才で結婚 し,妻 は家柄 が よか った。彼
は,プ ロ ツタン トだ ったが,結 婚 に際 して,便 宜 的 にカ トリックに改宗 した。
フ ェル メール は絵 の組合 に加入 した。妻 の実家 に同居 した。当時,核 家族が
多 か った。23年聞 に14人 の子供 が生 まれ,10人 が成長 した。 フェル メール
は,生 前 か ら高い評価 をえた。画商 として も活 躍 した。
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プロテスタン トは,教 会内を宗教画で飾 ることをタブー としていた。画家
は市場向けにかいた。 フェルメールは,物語作家 として出発 した。だが生業
が難 しいので風俗画に転向した。 フェルメールの義母が豊かだった。彼の生
活は普通にできた。彼 は1人立ちの画家 となり,町 のギル ド 「聖ルカ組合」
に加入した。それは,画家・工芸家か らなっていた。フェルメールは,会長・
副会長 を2度 つつ勤めた。彼は何度 も借金をした。彼は,投 機的な絵の売買
も続 けていた。宿屋 は酒場 も兼ねていた。40才の時,宿 屋をそっ くり賃貸 し
た。 フェルメールの絵の持ち主は,ご く普通のデルフ ト市民であった。1人
はパ ン屋,も う1人 は出版業者であった。彼 は,死 ぬ時,破 産寸前だった。
絵はすべてで36点残 した。
1588年,オランダが実質上の独立をした。1609-1621年まではスペインと
休戦状態であった。1648年に名実 ともにオランダの独立が認 められた。以後,
議会派 と総督派 に別れ,内紛 を起 こした。しか し平和で豊かな社会ができた。
家族や家庭の重要さが増 した。教会から家庭へ,中 心が移 った。
1672年に,フ ランス軍が侵攻 し,オ ランダ経済が悪化 し,フェルメールの
借金が始まった。彼 は1675年に死んだ。フェルメールの死後,レーウエンフッ
クは財産管理人 になった。亡 くなると慈善院 に寄付する習慣があったが,彼
の妻は寄付ができなかった。 というよりも,しなかった。没後,妻 は自己破
産申請 をした。 しか し貧 しさを装った(12)。
彼の絵の題材 は,室 内が多 く,女中=市 民生活 などをか く。 これは,従来
は考 えられないテーマだった。それに,夫人が手紙を読む図などである。 ま
た街の風景 もかいた。
フェルメールの絵は純粋 に造形である。空間の造形,色 彩の層 を重ね,写
実を装 った。1660年代終わ りにフェルメL・一ルは変化 した。晩年は,自己模倣
をした。理由は,健康 と,貸 し金回収で走 り回った こと,美術市場のおちこ
みである。彼 はカメラ ・オプスクラを使用 した。顕微鏡の発明者 レーウエン
フック(1632-1723)と知 り合い,遠近法を使った。絵をか くのに,遠近法の
ために釘 と紐 を使 った。繊細な様式 を用いた。
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フェルメールの絵の人物に動 きが少ない。肖像画はかいていない。17世紀,
風俗画では画中画 は意味をあらわした。フェルメールは絵の意味を排除した。
彼 自身,い くつかの作品で,初 め意味のある絵をかき,そ の後それを塗 りつ
ぶし,現在の絵になった例がある。X線 写真で分かる。
フェルメールは,レ ンブラント,フォン ・バビューレン,フ ァン ・カウエ
ンベルフ,マ ース,フ ァブリチウス,フ ァン・ホーホス トラーレン,デ ・ホー
ホ,テ ル ・ポルフ,フ ァン ・ミー リスの影響 を受けた。彼 も多 くの人 もカラ
ヴァッジョ主義者であった。
フェルメールは,風俗画の革新 をしたテル ・ポル フ,フ ァン ・ミー リスの
影響 を受けた。テル ・ポルフと知合いだった。
17世紀のオランダの風俗画 は,必 ずしも現実の情景 を写 した ものではな
い。「喜び と教訓 を与えるもの」 という教訓的意味があった。または中・上層
の女性 のあるべき姿であった。
17世紀オランダは絵画ブームを迎えた。市民が出来 あいの小 さな絵を買っ
た。17世紀のオ ランダで500万枚 の絵がかかれた。ヨーロッパでの半分で
あった。人 は画家に直接注文 しなかった。それは商品生産 となった。大切な
絵にはカーテンをか けた。彼の絵 にでてくるヴァージナルは,ピ アノの原型
である。
16世紀の風俗画は,キ リス ト教的教訓を帯びていた。17世紀から本格的風
俗画が始 まった。オランダでは他のヨーロッパ諸国にさきがけて,市 民主体
の社会をつ くり,市民 ・農民に絵画が受容された。16世紀初めのイタリアに
学び,カ ラヴァッジョ(1573-1610)の影響 を受けて帰国したユ トレヒ トの画
家たちの影響で,17世紀初めに独得の風俗画がかかれていた。
レンブラントもフェルメールも物語画家 として出発 し,レ ンブラン トは宗
教画が多い。神や英雄,特 別な人,歴 史的人物 は,高級 な絵 と考 えられてい
た。 どうして風俗画,当 代の人々を描 く,ということになったのか。それは
市場 のせいだった。風景画や風俗画の占める比率がだんだん高 くなっていっ
た。ただし風俗画 という語は当時はない。
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フェルメールは娼婦 をかいたことがある。13世紀か ら16世紀半ば,ヨ ー
ロッパの一定の場所で売春が認められ,公 娼がいた。衣装で分けられ,彼 女
らは教会にゆけなかった。16世紀終わ りから売春が禁止されはじめた。プロ
テスタン トが教会の主導権 を握ったから,オ ランダの多 くの公娼場は閉ざさ
れ,売春が禁 じられ,犯 罪 とみなされた。アムステルダムで1680年に,全娼
婦が約1000人だった。
フェルメールに出て来 る多 くの女性 は,召使の女たちである。彼女 らにつ
いては,オ ランダの全世帯の1-2割が召使いを抱 えた。オランダ全人 口の
6%を召使女がしめた。たいてい地方の貧しい少女たちだった。平均 して2-
3年勤めた後,よ り高い給料 を求めて奉公先を変 えた。 フェルメールー家 も
デルフ トの上層5%に 属 していたから召使女を抱 えていただろう。 しっか り
働 く召使の絵 と仕事をさぼる召使の絵がある。主人や息子 にいいよられた召
使は小説 になるだろう。
オランダ人は清潔さにこだわった。きれい好きで,家庭や街を清潔にした。
それは,国 家的意味をもった。国家の中心は家や街であり,女性が担った。
レンブラン トの肖像画の女性 は,中 流 ・上流であるが,ぜ いた くな服装は
しない。 しか しカルヴィニス トのその規範がゆるみ始めた。 フェルメールの
時代には,美 しい衣装を楽しむようになった。17世紀後半は,色彩豊かなぜ
いた くな衣装をつけた。スペイン支配下では黒の衣服が好 まれていた。
上流階級 は姿勢 をよくす ることを心がけた。近代初期のヨーロッパでは首
と背を伸 ばし,直立 した姿勢 を保つことは,マ ナーを知る人間のきわめて重
要な要件 となった。中流 もこれを真似 した。よい服装,よ い姿勢が求められ
た。
17世紀すぎのオランダでは,旺盛な起業精神がお とろえ,蓄わえた富 をい
かに楽 しむかが考 えられた。
フェルメールの絵 に手紙は多い。手紙 は,公文書に限られていたが,17世
紀に神聖 ローマ皇帝の認可 を受けてタクシス家が全 ヨーロッパの通信網 をお
さえ,一般の私信にも使われるようになった。特に17世紀初に,オランダは
40 人 文 研 究 第107輯
近代的な郵便制度をつ くった。17世紀初に,私的な手紙のや りとりが始まっ
た。商業用の手紙を除けぼ,ほ とん ど恋文だった。長い間,手 紙 は公開され
ることを想定 されて書いた。絵や文学で,17世紀半 ぼすぎか ら,手紙がモ
ティーフになった。オランダ絵画では,テ ル ・ポルフがその先鞭 をつけた。
オランダで16世紀末,全土で初等教育の学校が設けられていた。プロテスタ
ントは聖書 を読 むことを訴えた。17世紀に65%が就学していた。字 を読めな
い人 は10%であった。字が書 ける人は,男 が57%,女が32%であった。
裁縫,レースあみは,17世紀オランダ風俗画のテーマでは,人気を呼んだ。
それらは女性の最 も重要な仕事だった。そういう女性は有徳の人,と された。
人々は,勤勉であることを教育の目標にした。
若者の男女交際はかな り自由だった。1666-1730年に,結婚後7カ 月以内に
生 まれた子供の比率は14.3%であった。
専門の画商 は少なかった。それは19世紀 フランスを待たねばならない。画
家 自身が,額 縁職人 とか,人 が集 まる宿屋や居酒屋を兼業 していた。
フェルメールは地図を多 くかいた。地図は航海・商取引に欠かせなかった。
フェルメールは,死 後,名 前 を忘れ られた。しかし作品は高 く買われた。
19世紀にフェルメールが記述 され始める。200年後,1866年,フランス人,
批評家 トレ=ビ ュルガーが,「デル フトのファン・デル ・メールについての覚
え書き」を発表して,彼 が復活 した。 トレ=ビ ュルガーは,本名がテオ ドー
ル ・トレといい,美 術評論家である。1848年革命 に参加 ・亡命 し,国外追放
される。ベルギーに滞在 し,オランダ17世紀の絵画に着 目した。初 めフェル
メールに否定的であったが,そ の後絶賛 した。それは画商 としての利 もあっ
た(13)。
19世紀のフランス市民社会で,パ リの市民がオランダの市民絵画に特別の
偏愛を示 した。フランス絵画に次ぎ,オ ランダ絵画が売 られた。格が高いと
いう歴史画より,身近な主題の風俗画が好 まれた。
フェルメールには同名が他3人 いた。ユ トレヒトのファン・デア ・メール,
ハーレムのフェルメール父子である。
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フェル メール の絵 で は,風 俗 画 の第1作 が 「取 り持 ち女 」1656年,であ る。
その後 の初 期風俗 画 は,「眠 る女」「窓辺で手紙 を読む女」「兵士 と笑 う女」「牛
乳 を注 ぐ女Melkmeisje」(1658-60頃,アムス テルダム国立),で あ る。「紳士
とワイ ン を飲 む女」 もある。 これ らは1656-1660年の もので あ る。一方,50
年代末か ら60年 で は 「デル フ トの小路 」(アム ステルダム国立)が ある。 ま
た 「デル フ ト眺望」(c.1660-61,マウ リツ ・ハ ウイス美術 館),「画家 のア ト
リエ」が あ る。 「青 い ターバ ンの少女」(マ ウ リツ ・ハ ウイス美術館)は 最 も
有名 な絵 であ る。 「ディアナ とニ ンフたち」(同),「手紙 を読 む若 い女」1657
頃(ド レス デ ン国立)が あ る。「恋文 」(1652-54,アムステル ダム国立),「真
珠 の首飾 り」(c.1664,ベル リン絵 画館),「絵画芸術 の寓意」(1665-66,ウィー
ン),「水差 しを持 つ女 」(1664-65,NYメトロポ リタ ン),「青 衣の女」(アム
ステルダ ム)が ある。
ネーデル ラ ン トの画 家 には,ヤ ン・ステー ン(ラ イデ ン),FransHals,ラ
イスダール がい る。 この ころは,リ ア リズム,観 察 の時代 で あった。
4ピ ー タ ー ・ブ リュー ゲ ル
16世紀 か らフラン ドル の ブ リューゲ ルBrueg[h]el,父Pieter,(c.1530-
69),子・次子Jan,(1568-1625),長男Pieter,(1565-1637)の農民 画が あっ
た。 次子 の代表 作 は 「花 瓶の花」 で ある。
ピーター ・ブ リューゲル(父)は,隠 れ プロテス タ ン トだ った。農 民 出身
で,故 郷 の村 の名 を姓 とした。ベ ルギー にいなが ら,カ トリックを憎 んだ。
街,風 景,狩 人,ス ケー ト遊 び,農 民,農 民 の婚礼 をかいた。 「雪 中の狩 人」
(所在,ウ ィー ンKunsthistorischesMuseum)などが有名 で ある。「農 民 の結
婚式 のダ ンス」 は,長 男 ピー ターの模 写 もあ る。 これ らはプ ロテスタ ン ト的
であ る。一 方,「イカ ロスの失墜」は,彼 の唯一 の神話画 で,ギ リシャ神 話 の
話 であ るか ら,ルネ サ ンス的 であ る。だが絵 中で は,墜落 したイ カロス に人々
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は関心 を示 してい ない。彼 は宗教 画 もか いたので,全 くプ ロテ スタ ン ト ・ブ
ルジ ョア的 とは言 い切 れな いが,ル ネサ ンス的,プ ロテスタ ン ト的 とい うべ
きで あろ う。
オ ランダ絵 画 は,フ ラ ン ドル地 方か ら移住 して きた画家 た ちの活躍 で,ユ7
世紀 に黄金時代 を作 った。15,16世紀 に フラン ドルで風 俗画が さかんだ った。
17世紀 は じめ フラ ン ドルか ら,画 家 たち,そ の親た ちが,移 住 した。風俗 画
のフラ ンス ・ハ ルス(c.1580-1666)がいた。
5バ ロックと してのルーベンス
フラ ン ドル の画家 には,ヤ ン ・フ ァン ・アイ クがお り,主 作品 は 「若 き商
人夫妻 」で ある。ただ しプ ロテ スタ ン ト的で はない。
17世紀 のイギ リス画派 は,ネ ー デル ラ ン ト人で あ った,最 大 の例 は,フ ァ
ン ・ダイ クで あ る。た だ し彼 はプロテス タン ト的で はない。
ピーター ・パ ウル ・ルーベ ンスは,ベ ル ギーで活躍 した。彼 はカ トリック
で,物 語 作家 であ った。キ リス ト教や従 来型 のテーマ,英 雄 を えが いた。「東
方三博 士の礼拝」(2種類 ある)「キ リス トの は りつけ」「キ リス トの昇架」「キ
リス トの降架」(14)が有名 であ る。ルーベ ンスの絵 は,リ アル であ り,大作 が多
い。 そ して裸体 を描いた。 注文が多 いので,弟 子 にか かせた。「これ ぞ絵画,
ワンダ フル!」 とい う もの ぼか りであ る。だが,大 きさ と題 材か ら,そ れ ら
は市民 向 けで はない,つ ま りプロテスタ ン ト的で はない。 それ どころか,バ
ロック芸術 とは,プ ロテスタ ン トに対 して,カ トリックの側 にひ きつ ける必
要が あった ものであ り,人 々が カ トリックか らプ ロテスタ ン トへ替 わ らない
よ うにす る芸術 であ った。ル ーベ ンス は,バロ ック=反 宗教改 革の大家 で あっ
た。彼 の絵 を買 うの は,殿 様 や教会,大 金持 ちで あった。
ルーベ ンス と近 代ネ ーデル ラン ト・プロテス タン ト絵 画 とは全 く違 う。ルー
ベ ンス は,芸 術 的 には反 プ ロテスタ ン ト,つ まりバ ロ ックであ った。 プ ロテ
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スタ ン ト的な レンブラ ン ト,フ ェルメール,ブ リューゲル とは,全 く違 うの
であ る。
結び
こうして,レ ンブラ ン ト,フ ェルメール,ブ リューゲル を,近 代 ネーデル
ラ ン ト ・市民 派 として見 るべ きであ ろう。 レンブラン トはプ ロテスタ ン トで
あり,作品の半分は市民派である。フェルメールは便宜的カトリックであっ
た が,作 品 は市 民派 であ る。 ブ リューゲル は反 カ トリックで あって,作 品 は
市民派である。
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(8)Joseph-EmileMuller,Rembrandt.LondonParis.1958.Trans1.intoEnglish.
Amsterdam[n.d.],p.7.
(9)OP.cit.,P.8.
⑩ 現 在(1970年代)で もオ ラ ン ダ 紙 幣 は レ ン ブ ラ ン トが 印 刷 さ れ て い る。 市 の 繁
華 街 に は レ ン ブ ラ ン トの 銅 像 が あ り、 そ こ は レ ンブ ラ ン ト ・プ レー ン(広 場)と
呼 ば れ て い る 。
⑪ 映 画 『レ ン ブ ラ ン トの 贈 物 』=ビ デ オ 『レ ン ブ ラ ン ト』、 ビ デ オ 『レ ン ブ ラ ン ト』
(RembrandtHuis)。
(12)小林 頼 子 『フ ェ ル メ ー ル の 世 界 』NHK出 版 。
(13)メー ヘ レ ン の 贋 作 の 話 。
修 復 家 ウ ェ イ ンハ ー ル デ ン が 、1923年に 、 メ ー ヘ レ ン と共 謀 した 。 フ ラ ン ス ・ハ
ル ス を真 似 て 、 「上 機 嫌 の 兵 士 」を か い た 。 美 術 家 フ ロ ー トへ 持 ち込 ん だ 。 フ ロ ー
トは ハ ル ス だ と鑑 定 した 。 競 売 会 社 が 高 値 で 買 う こ と に した 。 だ が 美 術 史 家 プ レ
デ ィ ウ ス が 偽 物 で あ る と指 摘 した 。 会 社 と フ ロ ー トは 裁 判 を し、 フ ロ ー トが 負 け
た 。 そ の 絵 を 自分 で 買 っ て し ま っ た 。 な お メ ー ヘ レ ン ら は、 フ ラ ン ス ・ハ ル ス 「喫
煙 す る少 年 」 を か い て 、 フ ロ ー トは こ れ を買 っ て い た 。
1932年、メ ー ヘ レ ン は ま た1人 で 偽 作 作 り を した 。プ レ デ ィ ウ ス に 目 を つ け た 。
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時に彼はマウリッツ・ハ ウイス美術館長だった。メーヘ レンは 「スピネッ トの傍
の男 と女」を書 く、プレデ ィウスは、 これをフェルメールだとした。ニューヨー
クの画商 は偽物 だといった。ボイマンス美術館が これを買 った。ここはプレディ
ウスの弟子が館長 をしていた。
メーヘ レンは 「エマオのキリス ト」をか く。 フェルメールだ と言った。名声の
あるプレディウスらが絶賛 した。1938年に、フェルメール作品だということで高
額でボイマンス美術館が買った。その後彼 はフェルメールなどの贋作をかいて儲
けた。
1945年、アメ リカ人大尉がフィッシュボル ン城で、 フェルメール とされる「キ
リス トと悔恨の女」を見つけた。ナチの元帥ゲー リングがその妻 に手渡 した もの
が、そこにあった。ゲー リングへの売 り手 の元 をたどり、メーヘ レンにた どりつ
いた。彼 は捕 まった、そして彼 は自白した。その作 はフェルメールではな く、自
分がかいた贋作である、なお、有名な 「エマオのキ リス ト」な どもそうである、
と。ちなみに、エマオのキ リス トとは、キ リス トの死後、墓 を見て、キ リス トが
いないと見た人たちが、エマオへ行 く途中、ある若い人物 と会 った。彼 と連れだっ
て共に村に帰った。彼 はイエス・キリス トだった、とい う新約聖書中の話である。
メーヘ レンは裁判で、実際 フェルメール風 の絵 をかいて見せた。彼 は入獄 した。
どうして ごまかせ られたのか。戦争中であった。フェルメールの絵 を実地検討 し
つ くせなか った。研究が進んでいなかった。フェルメールの全作品は現時点で32
点ある。 しか し、二、三、意見の別れがある。36点説 もある。
(14)「イギ リス文化史ノー ト」(『言語センター広報』10)。「フランダースの犬」の項。
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